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日本保育者養成教育学会第 2 回大会の開催にあたって 

 
共立女子大学 

小原敏郎 

 
 日本保育者養成教育学会第 2 回大会は、共立女子大学神田一ツ橋キャンパス 3 号館（東京都千

代田区神田神保町 3-27）において、2018 年 3 月 4日（日）に開催いたします。発表件数は口頭発

表・ポスター発表合わせて約 200 件であり、昨年の第 1回大会より 50 件ほど増え、保育者養成教

育研究の確実なひろがりを感じることができます。 

今回のテーマは、「これからの保育者養成―養成課程の改定/改訂を控えて」としています。

2018 年度には新しい指針・要領が施行され、さらに 2019 年 4 月からは、新しい養成課程が実施さ

れる予定です。保育や保育者養成を取り巻く状況が大きく変わる中、今大会が保育者養成を担う

者の役割とは何か、養成者としての専門性をどのように向上させていけるかを共に考えていく場

になればと思います。 

今大会のシンポジウムは、保育所保育指針の改定に携わられた阿部和子氏、幼稚園教育要領の改

訂に携わられた神長美津子氏、保育者養成教育に長く携わられている入江礼子氏に話題提供者とな

っていただいています。長年のご経験からこれからの保育者養成教育への温かくも鋭い提言をいた

だけることと思います。 

そして何より学会のメインは、会員の皆様方による口頭発表、ポスター発表と考えておりま

す。発表を通して意見交換や学び合いが進み、保育者養成教育学の確立へと展開できるよう環境

面のサポートを整えたいと考えています。 

共立女子大学神田一ツ橋キャンパスは、アーバンキャンパスといわれるほど交通アクセスがよ

く、遠方の方も参加しやすいと思います。大会スタッフ一同おもてなしの気持ちで準備を進めて

おりますので、多くの皆様のご参加を期待しております。 
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会場までのアクセス 

 

 
○開催日 2018（平成 30）年 3 月 4 日（日） 

○会 場 共立女子大学 神田一ツ橋キャンパス 3 号館 

      〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 3-27 

○交通アクセス 
東京メトロ東西線・半蔵門線・都営地下鉄新宿線 

「九段下」駅下車 6 番出口から徒歩 5 分 

東京メトロ半蔵門線・都営地下鉄三田線・都営地下鉄新宿線 
「神保町」駅下車 A1 出口から徒歩 5 分  

○駅構内のご案内は本学本館となっています。地下鉄は、こちらの案内の出口からお越し

下さい。 

○駐車場のご用意はございませんので、公共の交通機関をご利用の上、お越しください。 

会場は 3号館です。 

本館ではありませんので、お間違えのないようにいらし

てください。 
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会場案内図 ３号館 

 
１階 受付・クローク・書籍販売 

 
 
 
３階 口頭発表 A～C・休憩室 

 

書籍 

書籍販売 

9:30～17:00 

受 付 

9:00～17:30 

クローク 

9:00～17:30 

休憩室 

9:00～17:00 

口頭発表 

A-1 13:00～15:00 

B-1 15:15～17:00 

口頭発表 

A-2 13:00～14:45 

B-2 15:15～17:00 

口頭発表 

A-3 13:00～14:45 

B-3 15:15～17:00 

1 階平面図 

3 階平面図 
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４階 口頭発表 D・E 

 
 

 

５階 学会企画シンポジウム サテライト会場 

 

学会企画シン

ポジウム 

サテライト 
10:00～12:00 

4 階平面図 

5 階平面図 

口頭発表 

A-4 13:00～14:45 

B-4 15:15～17:00 

口頭発表 

A-5 13:00～14:45 

B-5 15:15～17:00 
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６階 開会式・学会企画シンポジウム・総会 

 

 

７階 ポスター発表 

 

開会式 
9:45～10:00 

 

学会企画 

シンポジウム 
10:00～12:00 

 

総会 

12:10～12:40 

6 階平面図 

7 階平面図 

ポスター発表 

A 13:00～15:00 

B 15:15～17:15 

お弁当引換所 
12:00～13:00 

お弁当 
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６号館 

 

 

6 号館 1階のプレール

ームでは、地域に開か

れた保育・子育て支

援活動を行っており

ます。 

 

13：00～16：00 の間、

お部屋を公開いたしま

すので、どうぞお立ち

寄りください。 

３
号
館 

書籍販売 

受 付 
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大会スケジュール 

3 号館 

  

  

3/4 

(日） 

時刻 

1 階 3 階 4 階 5 階 6 階 7 階 

ロビ

ー 

306 

教室 

314 

教室 

315 

教室 

401 

教室 

402 

教室 

508 

教室 

610 

教室 

体育

室 

9:00              

  
 

 
         

 

  

10:00              

  
 

 
            

11:00              

  
 

 
            

12:00              

  
 

 
            

13:00              

  
 

 
            

14:00              

  
 

 

      

 

     

15:00              

  
 

 

       

     

16:00              

  
 

 

       

     

17:00              

  
 

 
             

18:00              

 
〇情報交換会は、17：30～19：30 の間、地下ラウンジで行います。 
〇3 号館に隣接する 6 号館 1 階プレールームを 13：00～16：00 の間、公開いたしますの

で、どうぞお立ち寄りください 
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   口頭発表 A      13：00～ 

口頭発表 B      15：15～ 

9：45～10:00 

10：00～12:00 

12：10～12:40 

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 

B-1 B-3 B-2 B-4 B-5 

A 

ポ
ス
タ
ー
発
表 

ポ
ス
タ
ー
発
表 
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大会に参加される皆様へ 

１．予約申込者 

予約申込者の方は、当日の受付は必要ありません。領収書とともに大会参加証（ネー

ムカード・印字された参加証）を送付いたしますので、当日忘れずにお持ちください。 

  ネームカードは、本大会参加者と認識できるよう必ず身につけておいてください。 

 

２．当日参加申込者 

当日参加申込者の方は、受付にて参加申込用紙に必要事項を記入し、当日参加費を添

えてお申込みください。 
 ＜受付時間＞ 9：00～17：30 
 ＜当日参加費＞ 6000 円（会員）、6500 円（非会員） 
 
３．クローク 

受付隣のクロークにて、お荷物をお預かりします。預ける荷物には貴重品を含めない

ようにお願いします。利用時間は 9：00～17：30 です。情報交換会に参加される方は、

その前にお荷物をお受け取りください。 
 

４．予約弁当の引換 

12：00～13：00 の間、6 階資料室前にて引換を行います。 
 
＊周辺の飲食店は休日のため営業していない場合も多く、予め昼食を持参されることをお勧め

します。なお、学内の食堂等は営業しておりません。 
 

５．情報交換会 

17：30～19：30 の間、地下ラウンジにて行います。 
 

６．シンポジウム等の録音・録画・撮影 

シンポジウム等の録音・録画・撮影につきましては、著作権および肖像権の保護の

ため、企画者（司会者）より許可する旨のアナウンスがある場合を除き、お控えくだ

さい。 

 

７．託児 

  共立女子大学の学内で設置・運営している託児サービスを利用できます。運営は（株）

小学館集英社プロダクションが行っているため、利用手続きに 2 週間程度かかります。

お手数ですがご希望の場合は、2 月 14 日（水）までに、tohara@kyoritsu-wu.ac.jp（担

当：小原）までご連絡ください。手続きや利用料などをご説明します。 
 

８．その他 

  館内は禁煙になります。  
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研究発表のご案内 

 

ポスター発表 

１、 ポスター発表は、7 階体育室にて行います。 

２、 責任発表者は、セッション開始 15 分前までに、7 階体育室のポスター発表受付にお越しくだ

さい。 

３、 セッション開始 5 分前までに発表会場の指定された番号のパネルにポスターを貼ってくださ

い。ポスター番号はプログラムに記載してあります。 

４、 割り当てられたセッション中（2時間）ポスターを掲示し、かつ、「在席責任時間（60 分）」（発

表番号が奇数の方が前半、偶数の方が後半）の間、発表者はポスター掲示場所に在席し、質疑

に応じることが求められます。それぞれの在席責任時間中に、係りの者が責任発表者の在・不

在を確認します。 

５、 パネルの大きさは、縦 180cm、横 90cm です。ポスターの最上部には発表題目、発表者の氏名、

所属を大きく記載してください。 

６、 大きさに特に指定はありませんが、ポスターから離れた位置（約 2ｍ）からでも読める大きさ

にしてください。 

７、 責任発表者が欠席した場合、および在席責任時間中に在席が確認できなかった場合は原則「発

表取消」となります。ただし、連名発表者がいる場合は、申請のうえ、連名発表者の 1 人を責

任発表者に変更することができます。なお、責任発表者になるのは 1 人 1 回に限りますので、

他の発表の責任発表者になっている方は変更することはできません。責任発表者の欠席、変更

などについては、会期前はメールで学会事務局に、会期中は当該発表の 30 分前までに受付に

お申し出ください。 

８、 配布資料がある場合は、必要部数を各自で事前にご用意してください。また、配布も各自でお

願いします。会場内でコピーはできませんので、あらかじめご了承ください。 

９、 掲示したポスターは、セッション終了後 5 分以内に外してください。次の発表予定者の準備時

間を確保するために、終了 10 分を経過しても掲示したままのポスターは取り外し、処分しま

すのでご了承ください。 

 

口頭発表 

１、発表時間は、発表者 1人につき発表時間 12 分、質疑応答 3分の 15 分となります。なお、セッ

ション中のすべての発表終了後、30 分の討論時間があります。 

２、発表者はセッション開始時間の 15 分前までに指定の会場に行き、機器の設定を済ませてくだ

さい。 

３、PC は会場に設置しているノート PC（Windows7）、プロジェクターを使用してください。

PowerPoint2013 がインストールされています。機器の持ち込みは原則としてできません。発表

者は USB フラッシュメモリを使用し、各会場設置の PC にデータをコピーしてください。なお、

使用するメディアやファイルは事前にウイルスチェックを済ませてください。 

４、座長等の指示のもと、発表順に従い、口頭発表を行います。 

５、配布資料がある場合は、必要部数（おおよそ 50 部程度）を各自で事前にご用意ください。 
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日本保育者養成教育学会2017年度 総会プログラム 

 

 

１．学会役員選挙に関する報告及び理事・監事の承認 

 

２．2017年度決算報告（会計年度の変更に関する報告を含む） 

 

３．2017年度事業報告 

①学会運営委員会の開催 

②学会誌『保育者養成教育研究』編集委員会の開催 

③学会事務に係る業務委託に伴う事務局移転 

④第2回研究大会の開催 2018年3月4日（日） 共立女子大学 

 

４．2018年度事業計画 

①理事会の開催 

②学会誌『保育者養成教育研究』編集委員会の開催 

③理事会において、学会プロジェクト研究に関する検討を開始 

④第3回研究大会の開催 2019年3月2日（土）～3日（日） 東北福祉大学 

 

５．2018年度予算案 
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3 月 4 日（日）10:00～12:00 3 号館 6 階 610 教室 
学会企画シンポジウム 

「これからの保育者養成―養成課程の改定／改訂を控えて」 

 
企  画：日本保育者養成教育学会運営委員会 
話題提供：阿部和子（大妻女子大学教授） 
     入江礼子（共立女子大学教授） 

神長美津子（國學院大学教授） 
司  会：石井章仁（千葉明徳短期大学教授） 
 
企画趣旨                                          小川清美 

 約、10年ぶりの保育所保育指針と幼稚園教育要領の改定/改訂があり、平成 30年 4月から施行される。

これらに伴い、養成課程の改定/改訂が行われ、養成課程は平成 31 年 4 月から実施される。今回のシン

ポジウムでは、保育所保育指針の改定に携わられた阿部和子氏、幼稚園教育要領の改訂に携わられた神

長美津子氏、加えて保育者養成に携わられている入江礼子氏の方々にこれからの保育者養成について考

えを語っていただき、保育士や幼稚園教員等の保育者養成に関わる私たちとともに学びを深くしていき

たい。 
 
話題提供 

保育所保育指針における改定点が養成課程の教授内容にどのように組み込まれるか                  

－乳児保育を中心に－                                     阿部和子 

 ほぼ 10 年に 1 回の割合で改定されてきている保育所保育指針（2017.3 公示）が、1 年間の周知期間

を経て、この 4 月から実施されることになった。指針の改定を受けて、保育士養成課程等の検討が行わ

れ、その教授内容等が姿を表した（2017.12）。そして、改定された保育士養成課程における養成の実施

が 2019 年 4 月から始まる。 
以上の保育現場と保育士養成をめぐる変革の中で、特にその重要性が言われた「乳児保育」の改定点

を、保育士養成課程の「乳児保育」の中で、どのように展開したらいいのかを考えたいと思う。 
Ⅰ 保育所保育指針の改定のポイント  
１．3 歳未満児をめぐる保育の現状 

 ２．現状を踏まえた改定のポイント－3 歳未満児の保育の重要性 
  （１）学びの芽生え－ （２）信頼関係の形成 
 ３．3 歳未満児の保育の重要性は具体的にどのように記載されたか 
Ⅱ 改定のポイントをどのように「乳児保育」の中に組み込み展開するか 
 １．養成校におけるこれまでの「乳児保育」の課題 
 ２．指針の改定を受けて、養成課程における「乳児保育」がどのように改定されたか 
 （１）単位が増えたこと （２）教授内容の改訂 
３．授業展開に当たって検討したい点 

 （１）講義の意味と演習の意味 
   ・専門的知識が単位を取るためのものにならない 
   ・経験の不足をどのように補うのか（演習は実技ではない）。 
 （２）教科間のつながりの中での「乳児保育」→関連図作成 
   ・養成科目の中で乳児保育は乳児保育で完結しないこと 
   ・教員間の連携 
 
養成校で保育・子育て支援を！                            入江礼子 

学内で学生が保育者として育つために必要と思われる経験のできる乳幼児親子グループを始めるこ

とはできないか。ということで共立女子大学に児童学科が立ち上がった 10 年前に教員も学生も手弁当

のボランティア活動として「さくらんぼ」という小さな乳幼児親子グループを立ち上げた。この活動は

学生と教員の協働であり、また学生の主体性が尊重された。 
それから 9 年間、毎年少しずつバージョンアップしてその活動を続けてきた。現在は生後 6 か月から
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1 歳半までのグループと、1 歳半から 3 歳未満のグループが２グループ、合計 3 つのグループが各々年

に 10 回ずつ活動している。それにかかわる学生も増えた。10 年目の今年度はこの活動が「保育・子育

て支援演習」として授業化された。今年度までは 4 年生はボランティア活動、3 年生は授業として参加

している。さらに少しでも多くの学生が親子に触れるチャンスを増やすべく、今年度からは「子育てひ

ろば」も同じ保育室で週 3 回開いている。養成校内での「子育て支援活動」ということであるので、こ

れらの活動に参加することで学生が保育者として育っていく一助になることを目指している。 
それでは、これら学内での活動と学外における教育・保育実習には学生の学びに異なる点があるのだ

ろうか。この 10 年間を見てみると、やはりそこには特徴があることが分かる。学内の活動が親子の活

動ということもあって、学生は直接保護者と触れる体験をする機会が多い。ここが、幼稚園・保育所等

における学外実習と大きく異なる点と言える。活動の初期においては、学生は保護者と一緒の場で子ど

もと遊ぶことに緊張を覚えるのが常である。しかし、それも一つは学生の努力によって、また一つは保

護者の学生に対する眼差しの温かさによって、少しずつ会話が増えていく。こうした直接的な関わりを

通して、学生は保護者がモンスターペアレントなどではなく、一緒に子どものことや日常のことを話し

合うことのできる「人」であることを体験していく。 
ところで、現行の保育所保育指針においても、また、今回改訂された新指針でも、「保護者に対する

支援」ということは保育所等における大きな役割となっている。しかしながら学外の教育・保育実習で

は主に保育者としての仕事や役割、子どもについての具体的学びに焦点が置かれているのが現状であり

保護者と触れるチャンスはほとんどない。これではいくら「保護者に対する支援」が保育所の役割と言

われていても、学生はこの面の実践経験がほぼゼロの状態で現場に出ることになる。事実、現場に出る

学生の不安の一つが弧の点である。 
この状況を打開すべく、学内でのこうした活動と学外実習の両輪で、現代の保育・子育て事情にあっ

た保育者養成ができるのではないかと考えている。 
 
これからの保育者養成－幼稚園教育要領改訂を踏まえて－                    神長美津子 

幼稚園教育要領改訂の視点からこれからの保育者養成を考える際には、まず中央教育審議会教員養成

部会答申「これからの学校教育を担う教員の資質・能力の向上について－学び合い，高め合う教員育成

コミュニティの構築に向けて－」(平成 27 年 12 月)を踏える必要がある。現在、この答申を受けて教職

課程コアカリキュラムに対応させつつ、各教員養成校では、それぞれの特色を生かして、これからの時

代に求められる教員の資質・能力を目指した教職課程を編成しているからである。したがって、中教審

答申と学校教育の始まりとしての幼児教育の方向を明確化した幼稚園教育要領改訂を踏まえ、これから

の保育者養成について、以下の三点を提案したい。 
○幼児教育を担う専門家として、不易とされる資質・能力を育成する。 
幼稚園教育要領に示す 5 領域の教育内容に関する専門知識を備えるとともに、5 領域に示す教育内容

を指導するために必要な力、具体的には、幼児を理解する力や指導計画を構想し実践していく力、様々

な教材を必要に応じて工夫する力等、幼児教育を実践していく専門家としての資質・能力を育成する必

要がある。また、保護者との関係を構築する力や、小学校教育との円滑な接続のために必要な力、特別

支援が必要な幼児への指導を実践していくために必要な力等の育成も必要である。 
〇新たな課題に対応できる力を養う。 
 新幼稚園教育要領では、幼児教育において育みたい資質・能力を踏まえた実践、幼児の発達に即して

「主体的・対話的で深い学び」に沿っての不断の教材研究や保育の振り、幼児教育の質保証のためのカ

リキュラム・マネジメント等の新たな課題に対応することを求めている。保育者養成段階では、これら

新たな課題についての情報整理、課題への対応を話し合う等を通して、生涯にわたり自らの資質・能力

を高める姿勢を醸成する必要がある。 
〇組織的・協働的に諸課題を解決する醸成する。 
 園に寄せられる期待やニーズが多様化しかつ複雑化する中で限られた人材でこれらの問題を解決し

ていくことや、幼保一体的に運営する認定こども園が増加していること等を踏まえ、これからの保育者

には、チーム学校（園）運営の理念の基、多様な専門性を持つ人材と、仕事や役割や効果的に分担し、

組織的・協働的に諸課題の解決に取り組む力が求められる。保育者養成段階では、現在の幼児教育が抱

える課題を取り上げて視野を広げるとともに、アクティブ・ラーニング等を通して、組織的・協働的に

諸課題を解決する力を醸成する必要がある。 

－ 17 －



口頭発表 A-1 保育者の専門性など                13：00～15：00 306 教室 

   座長：上垣内伸子・高橋健介 

時刻 発表 ID     
13:00 OA01 なぜ保育実践学が必要か 

-保育者養成理論の構築のために- 
東京学芸大学 小川 博久 

13:15 OA02 乳幼児精神発達診断法を用いた特別支援教育に資する発達ア

セスメントに関する研究  
岡崎女子大学 
岡崎女子短期大学 

◯白垣 
梅下 

潤 
弘樹 

13:30 OA03 保育者養成教育における ICT 活用とその課題 
－模擬保育を中心に－ 

福山平成大学 
北九州市立大学 
北九州市立大学 

◯中原 
坂本 
佐藤 

大介 
毅啓 
貴之 

13:45 OA04 保育者の「見え」の内容理解と援助の方向における問題点（１） 
-新人保育者の実践映像記録の分析から-  

東京都市大学 
東京学芸大学 
認定こども園 あかみ幼稚園 
認定こども園 あかみ幼稚園 

◯岩田 
小川 
中山 
中田 

遵子 
博久 
昌樹 
幸子 

14:00 OA05 保育者の「見え」の内容理解と援助の方向における問題点（２） 
-新人保育者の実践についてのインタビュー分析から- 

認定こども園 あかみ幼稚園 
認定こども園 あかみ幼稚園 
東京学芸大学 
東京都市大学 

◯中田 
中山 
小川 
岩田 

幸子 
昌樹 
博久 
遵子 

14:15 OA06 動画ドキュメンテーションを用いた継続的な園内研修 
－保育者の対話を通して子どもの関係性や育ちをプロセスで

捉える試み－ 

東洋大学 
向山こども園 

◯高橋 
木村 

健介 
創 

討論 14：30～15：00 
 

 

 

口頭発表 A-2 保育内容と方法、保育実習・教育実習など      13：00～14：45 314 教室 

座長：安部高太朗・請川滋大 

時刻 発表 ID     
13:00 OA07 新幼稚園教育要領・保育所保育指針等における「規範」 

－領域「人間関係」とのかかわりで－ 
日本児童教育専門学校 
神戸松蔭女子学院大学 
東京大学大学院 

◯安部 
吉田 
鈴木 

高太朗 
直哉 
康弘 

13:15 OA08 保育学言説における〈保育-教育〉のコントラスト 
-保育内容総論のテクスト分析から- 

東京大学大学院 
神戸松陰女子学院大学 
日本児童教育専門学校 

◯鈴木 
吉田 
安部 

康弘 
直哉 
高太朗 

13:30 OA09 保育者養成校の環境指導法のアクティブラ－ニング 
－飼育を通して子供に与えるもの・生き物のいる環境が子供に

与えるものについて－ 

小田原短期大学（非） 早川 礎子 

13:45 OA10 教育実習の自己評価のあり方について 沖縄福祉保育専門学校（非） 宮川 名子 

14:00 OA11 場の洞察力と即興性を育むドラマ活動 
-インプロゲーム「I'm a tree」の応用-  

大阪成蹊大学 日笠 みどり 

討論 14：15～14：45 
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口頭発表 A-3 保育実習・教育実習、授業研究など         13：00～14：45 315 教室 

座長：神蔵幸子・栗原ひとみ 

時刻 発表 ID     
13:00 OA12 実習における保育者との対話性 

－子ども理解の情報を共感的に理解していく－ 
植草学園大学 栗原 ひとみ 

13:15 OA13 保育実習日誌及び指導案に求められる国語表現 足利短期大学 松山 寛 
13:30 OA14 保育内容環境における散歩地図課題の内容と効果 北翔大学短期大学部 菊地 達夫 
13:45 OA15 絵本を活用した「保育内容（言葉）」授業デザイン 

－絵本の読み合いによる学習効果－ 
甲南女子大学 三好 伸子 

14:00 OA16 学生の保育技能を高めるための反転授業による取組み 
－「言語表現」のスキルに着目して－ 

小田原短期大学 谷口 征子 

討論 14：15～14：45 
 
 
口頭発表 A-4 授業研究など                   13：00～14：45 401 教室 

座長：今川恭子・松井いずみ 

時刻 発表 ID     
13:00 OA17 舞台制作における学生の主体的な学びを支えるために 

－学生の記録の比較分析から－ 
駒沢女子短期大学 松井 いずみ 

13:15 OA18 保育者養成におけるマインドマップの有効性 
－素話での内容をまとめる事例から－ 

修文大学短期大学部 
修文大学短期大学部 

〇三輪 
小出 

雅美 
祥子 

13:30 OA19 音楽の表現力を発展させる教育方法の一検討 
－ヘッドアレンジ合奏曲にみる学生の変容－ 

大阪千代田短期大学 寄  ゆかり 

13:45 OA20 保育者養成校教員における乳児の捉え方の変容 東京未来大学 
埼玉東萌短期大学 

◯浅井 
浅井 

かおり 
拓久也 

14:00 OA21 音楽表現技術の習得に関する学生の自己評価について 千葉明徳短期大学 古山 律子 
討論 14：15～14：45 
 

 

口頭発表 A-5 授業研究、保育をめぐる今日的課題など       13：00～14：45 402 教室 

 座長：大島光代・義永睦子 

時刻 発表 ID     
13:00 OA22 保育者養成校における音楽的基礎能力の育成について 

－英語の歌を活用した授業実践に関する考察－ 
日本デザイン福祉専門学校 高橋 美帆 

13:15 OA23 仏教保育の実践における現状と課題 駒沢女子短期大学 岡本 啓宏 

13:30 OA24 新教育要領・保育指針告示と幼小接続期における育みたい子ど

もの力  
名古屋学芸大学 大島 光代 

13:45 OA25 継続的就労を支えるためのリカレント教育の実際 
－「保育の学校」から見える養成校の可能性－ 

八戸学院大学 
八戸学院大学 

〇小川 
杉山 

あゆみ 
幸子 

14:00 OA26 多様な子どもの育ちを学生と共に支える試み 
－子育て支援広場で行う病後回復期の親子関係支援－ 

桜の聖母短期大学 狩野 奈緒子 

討論 14：15～14：45 
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口頭発表 B-1 保育者の専門性など                15：15～17：00 306 教室 

座長：石川昭義・吉田直哉 

時刻 発表 ID     
15:15 OB01 大正時代におけるキリスト教主義幼稚園の“Program” 

-児玉ノートに記された１年分の週案を手がかりに- 
立教女学院短期大学 野尻 美枝 

15:30 OB02 新任の保育士支援のありかたについて（３） 
－保育者が意欲を持ち長期勤務につなげるために－ 

名古屋経済大学短期大学部 
名古屋経済大学 
名古屋経済大学 

◯堀  
多川 
関谷 

美鈴 
則子 
みのぶ 

15:45 OB03 保育者の専門性確立の過程に関する研究 
－造形表現教育を事例として－ 

小田原短期大学 
埼玉東萌短期大学 

◯道源 
浅井 

綾香 
拓久也 

16:00 OB04 保育士の質向上を目的とした保育士版 CBT の研究開発 
－N-CBT 共通試験の開発を目指して：宮城県の保育所等を対

象とした調査研究－ 

宮城誠真短期大学 小玉 
 

 

幸助 
 

16:15 OB05 保育者・保育学生が抱く言語観と言葉をめぐる保育方略 
－半構造化面接におけるディスコース分析－ 

神戸松陰女子学院大学 吉田 直哉 

討論 16：30～17：00 
 
 
口頭発表 B-2 保育内容と方法、保育実習・教育実習など      15：15～17：00 314 教室 

座長：矢藤誠慈郎・吉田龍宏 

時刻 発表 ID     
15:15 OB06 クラスにおける子どもの主体性はいかに確立されるか① 

－子ども集団における応答的同調としての当番活動－ 
名古屋学芸大学 
美和保育園 
東京学芸大学 
東京都市大学 
美和保育園 

◯吉田 
山田 
小川 
岩田 
伊藤 

龍宏 
祥子 
博久 
遵子 
早穂 

15:30 OB07 保育者を目指す学生の表現力向上を目指して（１）  
－「保育内容（音楽とリズム）」の保育現場における実践から

－ 

仙台白百合女子大学 
仙台白百合女子大学 

◯岩淵 
仁藤 

摂子 
喜久子 

15:45 OB08 
 

学生の音楽活動実践能力の向上について 
－リトミックにおける即興演奏をヒントに－ 

小田原短期大学 加藤 由紀子 

16:00 OB09 保育士養成課程の施設実習指導について 
－アクティブラーニングを取り入れた事後指導の取組み－ 

聖ヶ丘教育福祉専門学校 蠣﨑 尚美 

16:15 OB10 通信教育課程における保育者養成の課題  
－教育実習指導を例にあげて－ 

小田原短期大学 西岡 將美 

討論 16：30～17：00 
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口頭発表 B-3 保育実習・教育実習、授業研究など         15：15～17：00 315 教室 

座長：仙石美千代・和田上貴昭 

時刻 発表 ID     
15:15 OB11 ほいくことばでかんがえる 

－実習で感じた保育の大切な学びを詩画作品にする－ 
川口短期大学 木谷 安憲 

15:30 OB12 「保育実習実施基準」運用の要（かなめ）について 
－地方裁量を活かした実施基準の弾力的運用－ 

沖縄キリスト教短期大学 川西 康裕 

15:45 OB13 保幼小の接続課題に関する授業設計 
－ロール・プレイによる主体的・対話的で深い学び－ 

東京福祉大学 後藤 泰博 

16:00 OB14 幼児のうたの伴奏法について 
－記譜と実際－ 

名古屋文化学園保育専門学校 仙石 美千代 

16:15 OB15 保育科学生の学習意欲を高める取り組みについて 
－生命誕生と死を考えることの意味を中心にして－ 

育英短期大学 佐藤 達全 

討論 16：30～17：00 
 

 

口頭発表 B-4 授業研究など                   15：15～17：00 401 教室 

座長：布村志保・原孝成 

時刻 発表 ID     
15:15 OB16 保育者養成における保育力を高める取り組みの検討 

－学生の活動を軸にした指導計画立案・改良を通して－ 
頌栄短期大学 布村 志保 

15:30 OB17 保育者養成における音楽教材の変遷（2） 
－1940 年代の遊戯課目と音楽のかかわりを通して－ 

頌栄短期大学 
頌栄短期大学 

◯関田 
布村 

良 
志保 

15:45 OB18 子育て支援センターにおける学びと、親子へのまなざしの育成 
－「保育実践演習Ⅰ」における保育者養成の取り組み－ 

常磐会学園大学 
常磐会学園大学 

◯岡  
坂口 

美佳 
静子 

16:00 OB19 学生の学習意欲や主体性を引き出すイベントの効果 
－「遊びの広場」の企画・運営を通して－ 

山口芸術短期大学 佐藤 智朗 

16:15 OB20 保育士資格取得予定学生の対児感情と新生児養護体験からみ

た沐浴技術演習に関する研究 
－困難に感じる関係性に着目して－ 

郡山女子大学短期大学部 永瀬 悦子 

討論 16：30～17：00 
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口頭発表 B-5 授業研究、保育をめぐる今日的課題など       15：15～17：00 402 教室 

座長：児玉珠美・宮田徹 

時刻 発表 ID     
15:15 OB21 保育内容「環境」を核とした幼児教育指導計画の作成及び模擬

保育の効果 －教育学科 3 年生の授業「幼児教育実践演習」の

試み－ 

武庫川女子大学 小尾 麻希子 

15:30 OB22 
 

保育者養成課程学生のマザリーズ表出と精神的健康との関連 名古屋女子大学短期大学部 
名古屋女子大学短期大学部 
名古屋女子大学短期大学部 

◯児玉 
神崎 
大嶽 

珠美 
奈奈 
さと子 

15:45 OB23 保育者養成課程学生における乳児接触困難感に関する研究 
－情動的共感性・乳児接触経験との関連－ 

名古屋女子大学短期大学部 
名古屋女子大学短期大学部 
名古屋女子大学短期大学部 

◯大嶽 
児玉 
神崎 

さと子 
珠美 
奈奈 

16:00 OB24 保育現場で求められる保育者像に対する学生の意識調査と意

識改革 
育英短期大学 
育英短期大学 
育英短期大学 

◯林  
佐藤 
新井 

智草 
達全 
祥文 

16:15 OB25 保育事業従事者育成の為の施設長の役割 
-主体性と非認知能力の関係から- 

大和湘南保育園 林 徹也 

16:30 OB26 保育の見直しにおいて妨げとなるものについての文献研究 千葉明徳短期大学 
千葉明徳短期大学 

◯大村 
伊藤 

あかね 
恵里子 

討論 16：30～17：00 
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ポスター発表 A                         13：00～15：00 701 体育室 

発表 ID     
保育者の専門性など 

PA01 新卒保育者の早期の離職願望に影響を与える要因 
－リアリティ・ショックとレジリエンス風土に焦点を当てて－ 

共立女子大学 
農村更生協会 

○小原 
田中 

敏郎 
佑子 

PA02 保育者養成教育のレリバンス 
－若手保育者の職業意識からの考察－ 

仁愛大学 
仁愛大学 
天使保育園 

◯石川 
森 

伊東 

昭義 
俊之 
世光 

PA03 保育者志望学生は保育者の資質・能力をどのように捉えているのか 
－養成校入学時と卒業時との比較を通して－ 

鶴川女子短期大学 
立教女学院短期大学(非) 

◯相澤 
安部 

京子 
久美 

PA04 保育者養成教育における地域アウトリーチ型子育て支援活動参加の有

効性に関する研究 
－「親子ふれあい遊び」活動参加学生にみられる実践力の育ちに着目

して－ 

吉備国際大学 
吉備国際大学 
吉備国際大学 
吉備国際大学 
吉備国際大学 

◯藤井 
秀 

高田 
雲津 
栗田 

伊津子 
真一郎 
康史 
英子 
喜勝 

PA05 子供の心理発達理解において「演じること」の効果  
－保育学生の映像分析から－ 

東京保育専門学校 
 

髙木 麻美子 

PA06 家庭との連携を深める園内研修の工夫 
－養成教育とのつながりのある初任者研修の検討を中心に－ 

神戸大学大学院 
神戸大学大学院 

◯古賀 
北野 

志津香 
幸子 

PA07 実習成績評価指導について 
－成績評価側の意識－ 

華頂短期大学 鈴木 えり子 

PA08 保育学生が描く子どものイメージ（２） 
－２年制課程での変容－ 

園田学園女子大学 
高田短期大学 

◯藤重 
鷲見 

育子 
裕子 

PA09 「教わる力・学びとる力」を備えた保育者養成課程の開発③ 

－保育所保育士へのアンケート調査より－ 
中村学園大学 
中村学園大学 
中村学園大学 
中村学園大学 

◯野中 
吉川 
倉原 

浦 

千都 
寿美 
弘子 
恭子 

PA10 保育の質向上を目指した公開保育の取組における成果と課題 
－神奈川県川崎市認可保育所での実践事例をもとに－ 

和洋女子大学 
川崎市こども未来局 

◯矢萩 
永田 

恭子 
ゆかり 

PA11 音楽劇で培う保育者の汎用的資質・能力  
－制作プロセスにおけるラウンドロビンの活用－ 

名古屋短期大学 高須 裕美 

PA12 保育現場が初任保育者に求める能力：保育者採用試験の傾向から 千葉明徳短期大学 
共栄大学 

◯伊藤 
田中 

恵里子 
卓也 

保育内容の方法など 

PA13 保育者養成における地域施設との連携を通した造形表現教育の実践構

築 －製作から鑑賞への総合的な表現方法の考察－ 
育英短期大学 渡辺 一洋 

PA14 子育て支援に結びつく学生の学び 
－親子の関係性を見る視点につながる言葉－ 

桜花学園大学 
桜花学園大学 

◯小嶋 
加藤 

玲子 
信子 

PA15 現代教育課程への一考察 
－フレーベル「ブルクドルフのヴァイゼンハウゼにおける学園の公示」

との比較を通して－ 

園田学園女子大学 馬場 住子 

PA16 水墨画と鑑賞教育の実践研究 
－子どもたちが自分の表現を伝え合う活動を通して－ 

純真短期大学 
保育園造形講師 

◯難波 
難波 

章人 
瑞穂 

PA17 発達の最近接領域を意識した保育実践の提案 
－運動あそびの場面の研究－ 

小田原短期大学 森嵜 正幸 

保育実習・教育実習など 

PA18 保育者としてのキャリア形成に資する実習指導の検討（その４） 
－社会人基礎力指標からの分析と対児感情・保育者効力感との関連－ 

東京家政大学 
東京家政大学 
東京家政大学 

◯那須 
細井 
小櫃 

信樹 
香 
智子 
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PA19 保育者としてのキャリア形成に資する実習指導の検討（その５） 
－社会人基礎力指標のタイプ別にみた子ども理解の視点－ 

東京家政大学 
東京家政大学 
東京家政大学 

◯細井 
小櫃 
那須 

香 
智子 
信樹 

PA20 保育者としてのキャリア形成に資する実習指導の検討（その６） 
－実習体験の累積に伴う子ども理解の深化－ 

東京家政大学 
東京家政大学 
東京家政大学 
 

◯小櫃 
細井 
那須 

 

智子 
香 
信樹 
 

PA21 保育園が養成校に求めること 
－保育実習に焦点を当てて－ 

桜美林大学 
いるま保育園 

◯爾 

小川 
寛明 
勝利 

PA22 保育学生のレジリエンスと学生生活における不安について 秋草学園短期大学 大熊 美佳子 
PA23 保育実習に対して学生が抱く「不安なこと」に関する記述の分析 

－不安に内在する意味に着目して－ 
昭和女子大学 遠藤 純子 

PA24 保育実習Ⅱにおける実習課題「乳児保育」についての一考察 
－実習生への質問紙調査から－ 

四條畷学園短期大学 長谷 秀揮 

PA25 模擬保育のふり返りを通して学生が獲得する改善の視点について 
－「幼児体育」の実践より－ 

静岡県立大学短期大学部 
鶴見大学短期大学部（非） 
鶴見大学短期大学部 

◯朴 

三浦 
河田 

淳香 
美知子 
聖良 

PA26 教育実習中の学生の精神的負担感の変化とそれをもたらす要因の検討 白百合女子大学 
こども教育宝仙大学 

◯目良 
齊藤 

秋子 
多江子 

PA27 保育者養成校と現場が協働して行う実習を目指して（２） 相愛大学 
相愛大学 
相愛大学 
相愛大学 

◯松島 
曲田 
直島 
中西 

京 
映世 
正樹 
利恵 

PA28 認定こども園における保育所実習及び幼稚園実習に関する現状と意識 東京未来大学 
東京家政大学 
東京家政大学 
千葉明徳短期大学 

◯佐藤 
増田 
小櫃 
石井 

恵 
まゆみ 
智子 
章仁 

PA29 「保育教職実践演習」における振り返りの効果について 千葉明徳短期大学 石井 章仁 
PA30 魅力ある保育者像の養成Ⅱ 

－保育所の実習担当者と実習生の相互理解に関する方法論－ 
桜花学園大学 
名古屋短期大学 

○市野 
小島 

繁子 
千恵子 

PA31 保育者養成課程における「エピソード記述」を通した幼児理解の実態

分析 
浜松学院大学 
浜松学院大学 

◯荒井 
石野 

庸子 
純子 

PA32 保育者養成教育におけるナラティヴな学びの可能性 東京女子体育短期大学 二宮 祐子 

PA33 学生の主体的な学びとなる実習記録のあり方（Ⅱ） 
－「流れ型記録」様式と「子ども理解を重視した記録」様式に対する

保育実習Ⅰ（保育所）後の学生評価－ 

武庫川女子大学 
大阪成蹊短期大学 
大阪キリスト教短期大学 

◯大和 
柘植 
髙市 

晴行 
誠子 
勢津子 

授業研究など 

PA34 保育者養成校スクーリングにおける保育内容「表現」科目間連携の可

能性(1) －「身体表現Ⅰ」「身体表現Ⅱ」の振り返りシート分析から－ 
小田原短期大学 
小田原短期大学 

◯近藤 
木戸 

正子 
貴弘 

PA35 保育者養成校スクーリングにおける保育内容「表現」科目間連携の可

能性(2) －「造形表現Ⅰ」「造形表現Ⅱ」の振り返りシート分析から－ 
小田原短期大学 
小田原短期大学 

◯山西 
近藤 

多加 
正子 

PA36 保育における安全について 
－保育実習前の安全意識と安全管理の育成－ 

金城大学短期大学部 村上 知子 

PA37 多国籍子育て家庭に対応する保育者養成の課題 
－今日的課題を含む英語コミュニケーション科目の検討－ 

豊岡短期大学 
草苑保育専門学校 

◯前川 
篠原 

洋子 
愛子 

PA38 授業の活性化に関する研究その２ 
－ロールプレイングを導入した授業の事例－ 

常葉大学 
鎌倉女子大学 

◯駒井 
小林 

美智子 
保子 

PA39 保育者養成課程における手作り絵本教材の試み 横浜保育福祉専門学校 
日本女子体育大学 

◯田中 
百瀬 

君枝 
ユカリ 

PA40 保育者養成課程における表現活動の指導方法に関する研究 
－ICT を活用した授業実践を中心として－ 

相愛大学 曲田 映世 
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PA41 幼児が自ら気付くことができる法則性や一般性に関する考察 
－NGSS(Next Generation Science Standards)の分析を通じて－ 

神戸常盤大学 大森 雅人 

PA42 保育学生の実習に関するカンファレンスの感想に見られる保育観 安田女子短期大学 
安田女子短期大学 

◯中村 
橋本 

涼 
信子 

PA43 「総合表現演習」科目における実践報告（5） 常磐会学園大学 
常磐会学園大学 
常磐会学園大学 

◯丸井 
笠川 
加藤 

理恵 
武史 
達雄 

PA44 学生の発表活動における相互評価の視点について 
－「総合表現演習」の指導計画発表の事例より－ 

常磐会学園大学 
常磐会学園大学 
常磐会学園大学 

◯加藤 
丸井 
笠川 

達雄 
理恵 
武史 

PA45 保育実践演習における「舞台制作発表」の実践報告 常磐会学園大学 
常磐会学園大学 
常磐会学園大学 

◯笠川 
丸井 
加藤 

武史 
理恵 
達雄 

PA46 保育者養成校における学外授業の効果について（2） 
－健康・自然に着目して－ 

名古屋柳城短期大学 菊池 理恵 

PA47 保育者としての視点に着目した文章表現の指導について 京都西山短期大学 西川 友理 
PA48 保育内容「環境の指導法」に関する実践的研究 

－授業展開を通して－ 
豊岡短期大学 栗岡 あけみ 

PA49 感染予防方法（手洗い）を学ぶ教育方法の模索   
－保育者を目指す学生の実態から－ 

別府大学短期大学部 谷川 友美 

PA50 宿泊研修における体験学習に関する取り組み その 2 白百合女子大学 
白百合女子大学 

◯土橋 
石沢 

久美子 
順子 

PA51 保育者養成におけるキャリア発達を促すための教育プログラムの開発

（２） 
東北生活文化大学 
群馬大学 
東北福祉大学 
聖和学園短期大学 
聖霊女子短期大学 

◯三浦 
音山 

利根川 
上村 
織田 

主博 
若穂 
智子 
裕樹 
栄子 

PA52 対話型アプローチにおける展望的視点を促すプログラムの一試案 群馬大学 
東北生活文化大学 
東北福祉大学 
聖和学園短期大学 
聖霊女子短期大学 

◯音山 
三浦 

利根川 
上村 
織田 

若穂 
主博 
智子 
裕樹 
栄子 

PA53 保育者養成におけるキャリアイメージの段階的構築に向けた教育プロ

グラムの検討 
聖和学園短期大学 
東北生活文化大学 
群馬大学 
東北福祉大学 
聖霊女子短期大学 

◯上村 
三浦 
音山 

利根川 
織田 

裕樹 
主博 
若穂 
智子 
栄子 

PA54 科目「社会的養護・内容」と実習指導の連続性ある授業展開の検討 十文字学園女子大学 
十文字学園女子大学 

◯鈴木 
潮谷 

晴子 
恵美 

PA55 領域表現における伴奏表現の育成 
－童謡弾き歌いとコード伴奏の授業実践を通して－ 

名古屋柳城短期大学 内山 尚美 

PA56 保護者対応の実践的学習における授業間連携に関する一考察 
－文教おやこ園を活用して－ 

愛知文教女子短期大学 
愛知文教女子短期大学 

◯赤塚 
祢宜 

徳子 
佐統美 

PA57 統合保育のなかの障がい児 北海道文教大学大学院 
北海道文教大学大学院 

◯芝木 
小田 

捷子 
進一 

保育をめぐる今日的課題など 

PA58 多文化保育・教育における保育者・教師の養成 1 
－保育者・教師の保育観・教育観、知識、認識の構築－ 

東京純心大学 
東京純心大学 
東京純心大学 

◯咲間 
尾関 
神山 

まり子 
はゆみ 
直子 

PA59 教員等に求められる資質・能力について２ 
－保幼小の連携から－ 

東京純心大学 
東京純心大学 
東京純心大学 

◯神山 
咲間 
尾関 

直子 
まり子 
はゆみ 
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PA60 教員等に求められる資質・能力について３ 
－多文化共生社会を担う保育者・教員の育成－ 

東京純心大学 
東京純心大学 
東京純心大学 

◯尾関 
咲間 
神山 

はゆみ 
まり子 
直子 

PA61 保育者養成の役割について 
－保育者になるまでの４年間、学生とつきあって考えた事－ 

京都文教大学 後藤 紀子 

PA62 接続期における保幼小連携を推進する要因の検討 
－問題意識の共有と実行へのプロセス（福山市の事例から）－ 

福山市立大学 大庭 三枝 

PA63 幼児の重大な骨折事故の実態 
－事故情報データベースの分析－ 

東海学院大学短期大学部 高岡 光江 

PA64 わが国の保育所における保育ソーシャルワークのあり方を考える  
－オーストラリア就学前教育・保育視察を踏まえて－ 

相愛大学 
神戸常盤大学 
大阪成蹊短期大学 
プール学院大学 
大阪大谷大学 

◯直島 
橋本 

谷 
藪 

河野 

正樹 
好市 
俊英 
一裕 
清志 

PA65 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の検討 
－幼稚園教育要領・保育所保育指針から－ 

修文大学短期大学部 鈴木 順子 

PA66 郷土愛を育む保育教材の開発を通した保育士養成校と自治体との連

携・協働に関する研究 
－地域に伝わる民話・わらべうた・美術作品に焦点をあてて－ 

和歌山信愛女子短期大学 
和歌山信愛女子短期大学 
和歌山信愛女子短期大学 
和歌山信愛女子短期大学 

◯森下 
花岡 
野村 

伊原木 

順子 
隆行 
真弘 
幸馬 

PA67 函館大火から生まれた函館共愛会保育園発展の経緯についての一考察 函館短期大学 松田 賢一 

地域子育て支援など 

PA68 ダウン症親子サークルの支援を通じた支援者・学生・保護者の学び 姫路大学 濱田 格子 
PA69 保育所における在園児童の保護者に対する支援１ 秋草学園短期大学 

秋草学園短期大学 
◯志濃原 

北澤 
亜美 
明子 

PA70 保護者支援における保育士の葛藤構造に関する検討（１） 
－職務をめぐる構造的側面に着目して－ 

十文字学園女子大学 亀﨑 美沙子 

PA71 イクメンパパ養成講座における父親の子育てと実践に関する一考察 共栄大学 田中 卓也 
PA72 おもちゃを介した親子のかかわりに関する一考察 

－子育て支援センターの実践を参考に－ 
聖ヶ丘教育福祉専門学校 
聖ヶ丘教育福祉専門学校 
 

◯柳田 
加藤 

葉子 
あゆみ 
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ポスター発表 B                         15：15～17：15 701 体育室 

発表 ID     

保育者の専門性など 
PB01 保育学生における「保育者の資質」理解の深まりについて 

―エピソード記述に基づく語り合いの前後のグループワークに注目

して― 
 

白百合女子大学 佐藤 那美 

PB02 こども園 2・3 歳児クラスの接続期教育とかかわる保育者の専門性 
―養成教育の課題の検討を中心に― 
 

神戸大学大学院 北野 幸子 

PB03 チーム保育における子ども集団への保育の実態 
 

共立女子大学 恒川 丹 

PB04 新任保育者 6 ヶ月目の振り返りと自己評価について 和歌山信愛女子短期大学 
和歌山信愛女子短期大学 

○小笠原 
金谷 

眞弓 
有希子 

PB05 ピアノ初心者の効果的支援方法４ 
―保育者養成校におけるピアノ学習の取り組みの検討― 

愛知文教女子短期大学 ◯国藤 
天石 
堀内 
倉田 
玉田 
太田 

真理子 
佐保子 
恵理子 
弓 
裕人 
由美子 

PB06 幼児教育・保育にけるカリキュラム・マネジメントに関する一考察 
―園外部の視点に着目して― 
 

東九州短期大学 角田 一枝 

PB07 4 年制保育者養成課程における学生の知識・能力の獲得と意識 
 

武蔵野大学 榎田 二三子 

PB08 保育体験から学生の得た子育て支援ひろばの役割 高田短期大学 
園田学園女子大学 

◯鷲見 
藤重 

裕子 
育子 

PB09 保育者養成における附属幼稚園との連携について 
―年間行事への参加を通して保育実践力を高める― 

箕面学園福祉保育専門学校 
箕面学園福祉保育専門学校 

○田窪 
谷 

玲子 
真弓 

PB10 学生の専門性に対する意識向上に関する一考察 
―履修カルテによる到達度評価の活用― 

名古屋短期大学 ◯平野 
小島 

朋枝 
千恵子 

PB11 保育者養成校における学生のコミュニケーション力向上に関する研究 
 

鶴川女子短期大学 中村 麻衣子 

PB12 実習前の模擬保育におけるビデオによる振り返りの効果 八戸学院大学短期大学部 ◯杉山 
小川 
田中 

幸子 
あゆみ 
敬一 

保育内容の方法など 
PB13 日常保育での和太鼓活動 

―運動・ことば・協調性を育てる― 
小田原短期大学大阪サポ

ートセンター 
水野 惠理子 

PB14 制作活動における幼児と短大生のコミュニケーションのあり方の検討 
―ほめ言葉の多様性に注目して 

修紅短期大学 
修紅短期大学 

◯中尾 
蛯名 

彩子 
正司 

PB15 保育者養成校における園庭を活用した事故防止の指導法の検討 草苑保育専門学校 甲賀 崇史 

PB16 地域型保育教材の実践 
―地域ソング「まつどでかくれんぼ」遊びを通した子どもの地域への

興味― 

聖徳大学短期大学部 
聖徳大学短期大学部 
聖徳大学短期大学部 

◯岩﨑 
金 

春日 

淳子 
玟志 
保人 

保育実習・教育実習など 
PB17 振り返り課題からみる気づきの力に関する一考察 

―実習基礎を通して― 
名古屋経済大学 
名古屋経済大学 

◯多川 
関谷 

則子 
みのぶ 

PB18 実習日誌からみる気づきの力に関する一考察 
―保育実習指導Ⅱでの授業実践を通して― 

名古屋経済大学 
名古屋経済大学短期大学部 
名古屋経済大学 

◯関谷 
堀 

多川 

みのぶ 
美鈴 
則子 

PB19 一年次教育実習に求められるものの実際と実習指導の在り方 
 

横浜女子短期大学 鵜野澤 武美 
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PB20 実習記録日誌の気づきを書くことによる学習効果 
 

横浜女子短期大学 細野 美幸 

PB21 責任・部分実習における実習指導の在り方 
―学生の振り返りを通して― 
 

横浜女子短期大学 佐野 眞弓 

PB22 保育実習の理解を深めるために 
―教員自身の実習体験を通して― 
 

ノートルダム清心女子大学 
ノートルダム清心女子大学 

◯伊藤 
西 

美保子 
隆太朗 

PB23 保育者養成校における科目間連携に関する研究  
―保育実習を中心として― 

郡山女子大学短期大学部 
郡山女子大学短期大学部 
郡山女子大学短期大学部 
郡山女子大学短期大学部 
郡山女子大学短期大学部 

◯伊藤 
柴田 
猪股 
仲西 
三瓶 

哲章 
卓 
照子 
真美子 
令子 

PB24 ４年次における指導計画作成に対する意識の変化 
―保育現場での実習を経て― 
 

東京家政学院大学 中田 範子 

PB25 保育者を目指す学生の資質と力量に関する実習教育の検討② 美作大学短期大学部 
美作大学短期大学部 
美作大学短期大学部 

◯岡本 
居原田 

奥 

美幸 
洋子 
典之 

PB26 学生の成長を支えるための保育者養成と保育現場の在り方 
―実習日誌活用による学生理解― 

汽車ぽっぽ保育園 
汽車ぽっぽ保育園 
彰栄保育福祉専門学校 

◯林 
川島 
前田 

愛子 
快友 
和代 

PB27 短期大学入学後早期の学生が保育現場を見学する意義 秋草学園短期大学 
東村山むさしの認定こども園 

◯富山 
野澤 

大士 
貴春 

PB28 実習巡回訪問指導の方法に関する研究 1 秋草学園短期大学 
秋草学園短期大学 

○丸橋 
志濃原 

聡美 
亜美 

PB29 保育・教育実習記録の内容深化に関する研究 安田女子短期大学 
安田女子短期大学 

◯橋本 
中村 

信子 
涼 

PB30 保育所実習を終えた学生自身の自己評価から見えること（1） 
 

兵庫大学短期大学部 石川 恵美 

PB31 保育実習における実習報告会の試み２ 
―昨年度との比較を基にした検討― 

宮崎学園短期大学 
宮崎学園短期大学 

○久松 
小澤 

尚美 
拓大 

PB32 幼稚園教育実習におけるアサーション・トレーニングを導入した事前

指導の検討 
就実短期大学 
広島大学 

◯伊藤 
髙橋 

優 
均 

PB33 
 

保育実習Ⅲにおける実習評価票策定の試み 
―児童厚生施設（児童館）における実習を対象として― 

淑徳大学短期大学部 
 

清水 将之 

授業研究など 

PB34 現職段階との接続を見据えた養成教育実践の追究  
―教職実践演習における実践例から― 

帝京大学 
京都女子大学 

◯坂田 
村井 

哲人 
尚子 

PB35 保育者としてのキャリアを見据える授業実践の研究 
―教職実践の授業において― 
 

京都女子大学 
帝京大学 

◯村井 
坂田 

尚子 
哲人 

PB36 『窓ぎわのトットちゃん』を用いた授業実践  
―保育方法論での展開に焦点を当てて― 

京都光華女子大学 和田 幸子 

PB37 保育者養成課程に求められる文章力育成の課題（２） 
―複数担当者によるレポート評価におけるルーブリックの活用― 

相愛大学 進藤 容子 
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PB38 ロールプレイ体験を通した看護学生の子育て支援力の育成 北海道文教大学 
北海道文教大学 
北海道文教大学 
北海道文教大学 
北海道文教大学 
北海道文教大学 
北海道文教大学 
北海道文教大学 
北海道教育大学大学院 

◯後藤 
川端 
片倉 
小塀 
多賀 
永井 
山田 
末森 
植木 

守 
愛子 
裕子 
ゆかり 
昌江 
紅音 
晴佳 
結香 
克美 

PB39 保育内容領域「健康」の総合的な学びに関する研究（2） 
―安全と環境構成の学びの連続性を目指した授業検討― 
 

聖和学園短期大学 石森 真由子 

PB40 保育者養成課程におけるエピソード記録指導について(第 2 報)  小田原短期大学 
小田原短期大学 

◯宇佐美 
菊地 

かおる 
篤子 

PB41 保育・教職実践演習における授業展開の試み 淑徳大学 
淑徳大学 
淑徳大学 
淑徳大学 

◯槇 
仲本 
齊藤 
當銀 

英子 
美央 
崇 
玲子 

PB42 保育者養成校スクーリングにおける保育内容「表現」科目間連携の可

能性（4） 
―「音楽表現ⅠＡ」「音楽表現ⅠＢ」の振り返りシート分析から― 

小田原短期大学 
小田原短期大学 
小田原短期大学 
小田原短期大学 
小田原短期大学 

◯木村 
萩原 
福田 
近藤 

小松原 

文子 
恵里 
明子 
正子 
祥子 

PB43 学習者の課題探求につながる教材の検討２ 
―保育現場の写真を用いた授業を通して― 

東京女子体育短期大学 
昭和女子大学（非） 

◯村石 
土井 

理恵子 
晶子 

PB44 保育者養成における対話型アプローチを用いた取り組みについて 
―施設実習の振り返りにＡＩミニ・インタビューを取り入れた一実践

― 

聖霊女子短期大学 
東北福祉大学 
東北生活文化大学短期大学部 
聖和学園短期大学 
群馬大学 

◯織田 
利根川 

三浦 
上村 
音山 

栄子 
智子 
主博 
裕樹 
若穂 

PB45 子どもの行動理解を深めるための観察課題の検討 東京都市大学 
東京都市大学 

○亀田 
井戸 

佐知子 
ゆかり 

PB46 保育者養成における演劇的表現活動の実践について 名古屋柳城短期大学 野田 さとみ 
PB47 保育者養成で教授される教材の特徴 

―保育内容言葉の観点から― 
彰栄保育福祉専門学校 
十文字学園女子大学 
東洋大学 

◯前田 
亀﨑 
高山 

和代 
美沙子 
静子 

PB48 学生の意欲を引き出す授業の展開 2   
―保育雑誌の活用や現場での保育体験を通して― 

群馬医療福祉大学 
群馬医療福祉大学 
群馬医療福祉大学 

◯田中 
吉澤 
矢島 

輝幸 
幸 
崇裕 

PB49 保育学生の言葉と表現を高める教材についての一考察 
―幼児に「児童の権利条約」の理解を促す絵本の検討― 

横浜保育福祉専門学校 岡本 弘子 

PB50 フランスにおける音楽指導実践に学ぶ 
 

修文大学短期大学部 友永 良子 

PB51 保育者養成校におけるピアノ学習 
―ピアノ学習の動機づけに着目して（１）― 

愛知学泉短期大学 本多 峰和 

PB52 保育者を目指す学生の表現力向上を目指して（２） 
―「保育表現技術」の保育現場における実践から― 

仙台白百合女子大学 
仙台白百合女子大学 

◯仁藤 
岩淵 

喜久子 
摂子 

PB53 親子教室の保育実践における観察・記録・省察から見える学生の学び 中村学園大学 
中村学園大学 

◯浦 
吉川 

恭子 
寿美 

PB54 保育者養成における音楽教育に関する一考察 
―「楽典」と「ピアノ弾き歌い」の総合的な取り組み― 

小田原短期大学 望月 たけ美 

PB55 遊びを創り出す保育力を目指す 
―教科連携（「言葉からの育ち」「ソルフエェージュ」）による「遊び」

へのアプローチ― 

名古屋学芸大学 
名古屋学芸大学 

◯脇田 
藤井 

町子 
正子 

PB56 ブレンデッド・ラーニングを取り入れたピアノ学習指導の試み 東京福祉大学短期大学部 松本 岳志 
PB57 弾き歌いにおけるコード伴奏の指導研究（１） 聖和短期大学 

聖和短期大学 
聖和短期大学 

◯持田 
髙田 
山内 

葉子 
正久 
信子 

PB58 保育内容「環境」伝える力と教材開発 日本福祉大大学院 東方 珠美 
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保育をめぐる今日的課題など 

PB59 学生の文章表現力に関する一考察Ⅰ 
 

名古屋柳城短期大学 
聖ヶ丘教育専門学校 

◯山本 
加藤 

聡子 
あゆみ 

PB60 学生の文章表現力に関する一考察Ⅱ 聖ヶ丘教育専門学校 
名古屋柳城短期大学 

◯加藤 
山本 

あゆみ 
聡子 

PB61 保育者養成課程の学生の「食の安全」に関する意識調査 
―食品表示法の理解および利用― 

秋草学園短期大学 橋本 洋子 

PB62 潜在保育者における実質復帰検討者の状況について 椙山女学園大学 
名古屋短期大学 
名古屋短期大学 
桜花学園大学 

◯朴 
平野 
小島 
市野 

信永 
朋枝 
千恵子 
繁子 

PB63 子どものアサーションを評価する方法の研究動向の分析 広島大学 
就実短期大学 

◯高橋 
伊藤 

均 
優 

PB64 幼児の食生活における実態調査（２） 
―保護者の食育に対する意識を中心に― 

新島学園短期大学 清水 洋生 

PB65 就職活動停滞後、不安の理解と行動目標の管理によって就職へと至っ

た短大生の事例 
川口短期大学 丹羽 健太郎 

PB66 男性教職員であることの期待と実現に向けて 
―ジェンダー視点からの検討― 

はやきたこども園 
はやきたこども園 
はやきたこども園 
北海道文教大学 

◯梅原 
佐藤 
齊藤 
小田 

健吾 
瞭 
巧馬 
進一 

地域子育て支援など 
PB67 妊娠期から育児期の情報ニーズおよび支援ニーズに関する予備的研究

Ⅰ 
関西福祉科学大学 
芦屋学園短期大学 

◯西元 
大江 

直美 
まゆ子 

PB68 妊娠期から育児期の情報ニーズおよび支援ニーズに関する予備的研究

Ⅱ 
芦屋学園短期大学 
関西福祉科学大学 

◯大江 
西元 

まゆ子 
直美 

PB69 子育て支援の場における母親ミーティングに関する方法論的検討 
―クリッカーを活用した母親の視点の可視化を通して― 

北海道文教大学 
北海道文教大学 
北海道教育大学大学院 
北海道文教大学 
 

◯川端 
片倉 
植木 
後藤 

愛子 
裕子 
克美 
守 

PB70 保育者養成課程における子育て支援プログラムの実践について 
 

淑徳大学 松家 まきこ 

PB71 保育者の家庭支援の取り組みについて 
―K 君の事例から― 

大阪樟蔭女子大学 中山 美佐 

PB72 子育て支援室における支援者の専門性に関する探索的検討 
―親子を見る視点に注目して― 

四国大学短期大学部 
四国大学附属認定こども園 
四国大学附属認定こども園 
四国大学附属認定こども園 

◯永井 
井上 
岸本 
沼田 

知子 
智津子 
美子 
久視子 
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厚生労働省による保育士等キャリアアップ研修の内容に準拠した、
新しいスタンダードテキスト。

5600

基本保育
シリーズ

保育士養成カリキュラムの目標と内容をふまえ、保育士

として必要な知識と技術を網羅。さまざまな場での活躍

が期待される保育士の養成と、さらなる質の向上に貢献

するためのスタンダードテキストです。

【監修】公益財団法人児童育成協会

■B5判・２色刷　■セット定価41,000円（税別）

全20巻

保育士養成カリキュラムに準拠した
スタンダードテキスト！

■Ｂ5判・88頁　■2017年11月刊行　■定価1,200円（税別） 

■A４判・２色刷・各巻 約120頁 　■2018年４月より刊行予定

■予価 各巻本体1,400円（税別） 

【監修】一般社団法人全国保育士養成協議会　【編集】西郷泰之、宮島 清

【監修】秋田喜代美（東京大学大学院教授）

　　　 馬場耕一郎（聖和短期大学准教授・おおわだ保育園理事長）

保育者のためのひと目でわかる

児童家庭福祉データブック２０１8

保育者養成課程において学ぶ各分野の制度や体系、統計
資料をコンパクトにまとめたサブテキスト。児童福祉、
子ども・子育て支援、障害児支援、社会的養護、子どもの
貧困など幅広い分野の中から、学生が学ぶべきものを厳
選して収載した。保育・児童家庭福祉分野の学習に最適。 

近刊予定

近刊予定

（仮称）

保育士等
キャリアアップ研修テキスト（仮称）

■Ｂ5判・約180頁　■2018年5月 刊行予定　■価格未定

【編集】一般社団法人全国保育士養成協議会

新・保育実習指導の
ミニマムスタンダード
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【日本保育者養成教育学会について】 

日本保育者養成教育学会は、一般社団法人全国保育士養成協議会における研究活動を前

身とし、平成 28 年 3 月 22 日に発足しました。本学会の特徴は、保育者養成教育に関する

研究活動を、研究者のみならず幼稚園、保育所、認定こども園その他さまざまな施設の保育

者による協働によって進めていく点にあります。昨年 3 月、白百合女子大学において開催

された第 1 回研究大会におきましても、さまざまな立場の方が参加され、活発な議論が交

わされました。本学会は、研究者と保育実践の場で活躍する保育者が、互いの特長を活かし、

「未来を支える保育者」養成について考え続けます。

（学会 HP（URL：http://www.h-yousei-edu.jp/）もどうぞご覧ください。） 




